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地方政治に関する住民意識の分析
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問
題
の
所
在

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
整
備
さ
れ
た
我
が
国
の
民
主
主
義
の
仕
組
み
は
、「
地
方
」
か
ら
綻
び
始
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

例
え
ば
国
政
選
挙
の
投
票
率
は
下
降
傾
向
に
あ
っ
て
も
上
下
動
が
あ
る
が
、
地
方
選
挙
の
投
票
率
は
一
貫
し
て
下
が
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
（
図
1
）（

（
（

。
ま
た
、
統
一
地
方
選
挙
の
改
選
定
数
に
占
め
る
無
投
票
当
選
者
数
の
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、
都
道
府
県
議

会
や
町
村
議
会
で
は
約
四
分
の
一
に
達
す
る
（
図
2
）（

（
（

。
投
票
や
立
候
補
な
ど
政
治
参
加
の
環
境
は
整
っ
て
い
て
も
、
そ
の
形
骸
化

が
地
方
か
ら
進
ん
で
い
る
と
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

地
方
選
挙
の
投
票
率
が
低
下
し
て
き
た
背
景
に
は
、
様
々
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ク
ロ
な
要
因
に
着
目
す
る
と
、
例
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図 1　統一地方選挙の投票率
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図 2　統一地方選挙の改選定数に占める無投票当選者数の割合
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え
ば
戦
後
に
始
ま
っ
た
統
一
地
方
選
挙
の
「
統
一
率
」
が
落
ち
、
地
方
選
挙
に
対
す
る
注
目
度
が
減
る
な
ど
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ

く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
の
見
方
が
あ
る（

（
（

。
ま
た
、
人
口
の
都
市
部
流
入
や
流
動
性
が
増
し
た
こ
と
で
、
住
民
が
特

定
の
地
域
に
対
し
て
長
期
的
な
関
心
や
愛
着
を
持
ち
に
く
く
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
に
根
付
い
た
第
一
次
産
業

（
農
林
水
産
業
）
や
小
規
模
商
工
業
・
自
営
業
が
衰
退
し
、「
生
業
」
と
地
域
社
会
と
の
関
連
が
弱
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

例
え
ば
首
都
圏
で
は
、
周
辺
県
居
住
で
も
東
京
都
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
住
民
も
多
く
、
地
方
選
挙
へ
の
投
票
参
加
意
欲
が
低
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
社
会
や
産
業
の
構
造
変
化
に
よ
っ
て
、「
地
元
」
を
末
永
く
守
ろ
う
と
す
る
住
民
が
減
っ
た
こ

と
が
、
地
方
の
民
主
主
義
の
停
滞
を
招
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

よ
り
ミ
ク
ロ
な
要
因
に
注
目
す
る
と
、
住
民
が
投
票
に
個
人
的
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
な
い
か
ら
、
と
い
う
説
明
も
あ
る
。
投
票

参
加
の
要
因
に
つ
い
て
整
理
し
たRiker and O

rdeshook

（1968

）（
（
（

は
、
競
争
性
の
高
い
接
戦
の
選
挙
ほ
ど
有
権
者
は
自
身
が
1

票
を
投
じ
る
こ
と
の
価
値
を
感
じ
る
た
め
、
そ
の
投
票
確
率
が
高
く
な
る
と
す
る
（Probability

要
因
）。
し
か
し
日
本
の
地
方
選

挙
で
は
相
乗
り
候
補
や
多
選
候
補
も
多
く
、
し
ば
し
ば
選
挙
前
か
ら
有
力
候
補
の
当
選
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
有
権
者
の
投
票
意
欲

が
削
が
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
議
会
の
総
与
党
化
や
候
補
者
の
公
約
の
包
括
化
が
進
ん
で
い
る
場
合
、
有
権
者
は
政
党
や
候
補
者
の

間
の
政
策
の
差
を
感
じ
な
い
。
誰
が
、
あ
る
い
は
ど
の
政
党
が
勝
っ
て
も
政
策
が
変
わ
ら
な
い
な
ら
ば
、
投
票
す
る
意
義
は
小
さ
い

と
意
識
さ
れ
る
（Benefit

要
因
）。
ま
た
、
特
に
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し
い
非
都
市
部
で
は
交
通
の
不
便
さ
が
増
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
投
票
所
の
数
が
減
少
す
る
な
ど
投
票
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
逆
に
都
市
部
で
は
定
数
や
候
補
者
数
が
多
く
、
そ
れ
ぞ

れ
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
比
較
検
討
す
る
の
は
大
変
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
投
票
は
面
倒
だ
」
と
い
う
意
識
も
投
票
確
率
を

下
げ
て
し
ま
う
（Cost

要
因
）。
一
回
一
回
の
選
挙
を
超
え
て
、
有
権
者
が
投
票
の
意
義
や
民
主
主
義
を
守
る
責
任
感
を
感
じ
て
い

れ
ば
、
投
票
参
加
は
習
慣
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
（D

em
ocracy, D

uty

要
因
）。
例
え
ば
高
校
で
の
主
権
者
教
育
は
一
八
歳
の
投

票
率
向
上
に
有
効
と
さ
れ
る
が
、
他
方
で
二
〇
代
に
な
る
と
投
票
率
が
下
が
る
傾
向
も
あ
り
、
投
票
習
慣
の
定
着
は
容
易
で
な
い
こ
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と
が
窺
わ
れ
る（

（
（

。

　

そ
し
て
、
無
投
票
当
選
の
増
加
も
心
配
さ
れ
て
い
る
。
非
都
市
部
を
含
む
都
道
府
県
議
会
や
町
村
議
会
の
選
挙
で
そ
れ
が
顕
著
で

あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て
議
員
の
「
な
り
手
不
足
」
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ

り
、
議
員
職
に
は
兼
業
・
兼
職
・
請
負
な
ど
に
関
す
る
制
約
、
経
済
的
問
題
（
資
金
確
保
が
難
し
い
、
報
酬
水
準
が
低
い
、
年
金
制
度

が
脆
弱
な
ど
）、
活
動
方
法
上
の
困
難
（
議
会
や
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
時
期
・
時
間
・
方
式
の
問
題
な
ど
）
な
ど
の
「
壁
」
が
あ
り
、
勤

労
者
・
女
性
・
若
者
と
い
っ
た
様
々
な
人
材
が
参
入
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
結
果
的
に
議
員
属
性
が
特
定
の
性
別
・
年
代
・
職
業
に

偏
り
、
多
様
な
住
民
を
代
表
す
る
議
会
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る（

（
（

。

　

さ
ら
に
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
二
〇
一
四
年
に
有
権
者
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、「
地

方
議
員
は
何
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
は
五
六
・
一
％
、「
い
て
も
い
な
く
て
も
同
じ
だ
」
と
の
回
答
が
三
四
・

九
％
と
な
り
、
地
方
議
員
の
活
動
や
意
義
が
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た（

（
（

。
選
挙
で
投
票
し
な
い
・
立
候
補
し
な

い
と
い
う
参
加
意
欲
の
低
さ
の
背
景
に
は
、
ま
ず
地
方
の
政
治
・
議
会
・
議
員
に
対
す
る
住
民
の
無
関
心
・
無
理
解
が
あ
る
と
想
像

さ
れ
る
。
日
本
の
現
状
が
「
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
で
あ
る
」
と
の
理
念
か
ら
遠
い
と
す
れ
ば
、
や
は
り
不
幸
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
地
方
政
治
、
特
に
地
方
の
選
挙
・
議
会
・
議
員
に
対
す
る
住
民
の
意
識
と
関
与
の
現
状
を
分
析
し
、
そ
れ
ら

に
関
す
る
課
題
と
今
後
の
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
が
二
〇
二
一

年
に
全
国
の
有
権
者
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
。
と
り
わ
け
、
地
方
議
会
・
議
員
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

や
評
価
、
選
挙
で
の
投
票
や
議
会
へ
の
関
与
の
状
況
、
地
方
議
員
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
識
、
と
い
っ
た
点
を
中
心

に
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
地
方
に
お
け
る
民
主
主
義
・
政
治
参
加
の
活
性
化
の
方
策
を
考
え
る
。
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2　

住
民
意
識
の
分
析

2
．
1
　
調
査
の
概
要

　

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
は
二
〇
二
一
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、「
国
民
の

地
方
議
会
・
議
員
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
実
施
し
た
。
全
国
の
有
権
者
を
対
象
と
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
、
年
齢
・
性
別
・
居
住
地
の
都
市
規
模
な
ど
を
考
慮
し
て
調
査
対
象

を
四
〇
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
割
合
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
回
答
を
回
収
し
た
も
の
で

あ
る（

（
（

。
有
効
回
答
者
数
は
三
、
二
二
七
人
で
、
う
ち
男
性
は
一
、
五
九
三
人
（
全
体
の
四

九
・
四
％
）、
女
性
は
一
、
六
三
四
人
（
同
五
〇
・
六
％
）、
一
八
歳
以
上
二
九
歳
以
下
が
四

八
四
人
（
同
一
五
％
）、
三
〇
代
が
五
二
一
人
（
同
一
六
・
一
％
）、
四
〇
代
が
六
二
三
人
（
同

一
九
・
三
％
）、
五
〇
代
が
五
一
七
人
（
同
一
六
％
）、
六
〇
代
・
七
〇
代
が
一
、
〇
八
二
人

（
同
三
三
・
五
％
）
で
あ
っ
た
。

2
．
2
　
住
民
の
意
識
の
特
徴

2
．
2
．
1
　
地
域
社
会
に
関
す
る
意
識

　

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
の
民
主
主
義
の
停
滞
は
、
地
域
社
会
に
対
す
る
住
民
の
関
与

の
希
薄
化
が
根
底
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
本
調
査
の
回
答
者
が
居
住
し
て

い
る
地
域
社
会
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
図
3
は
、

地
域
社
会
に
関
す
る
五
つ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
結
果
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

図 3　地域社会に関する意識

そう思わないどちらかといえばそう思わないどちらかといえばそう思うそう思う

自主的な団体の活動に参加

町内会・自治会等に参加

地域の発展やまちづくりに関心

総合的に見て住みよい

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

地域の発展やまちづくりに貢献したい

100（％）
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「（
現
在
居
住
し
て
い
る
地
域
は
）
総
合
的
に
見
て
住
み
よ
い
」
と
い
う
問
い
に
「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思
う
」
と

回
答
し
て
い
る
人
は
合
わ
せ
て
八
割
強
、「
地
域
の
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
は
同
様
に
合
わ
せ
て
五
割

程
度
に
上
り
、
本
調
査
の
回
答
者
が
現
在
住
ん
で
い
る
地
域
に
概
ね
満
足
し
、
ま
た
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
、

「
町
内
会
・
自
治
会
等
に
参
加
し
て
い
る
」「
地
域
の
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
実
際
の
活
動
に
つ
い
て
は
、「
そ

う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思
う
」
と
い
う
回
答
の
合
計
は
四
割
弱
、「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
文
化
芸
術
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
自
主
的
な
団
体
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
一
五
％
程
度
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
地

域
社
会
に
満
足
し
て
お
り
関
心
も
あ
る
が
、
実
際
の
活
動
・
貢
献
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
で
な
い
」
と
い
う
回
答
者
像
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。

2
．
2
．
2
　
国
・
地
方
の
政
治
な
ど
へ
の
信
頼
感
と
投
票
参
加

　

次
に
、
政
治
信
頼
に
関
す
る
研
究
で
測
定
さ
れ
る
政
治
的
・
社
会
的
機
関
へ
の
信
頼
感
を
確
認
す
る
。

　

地
方
の
議
会
・
議
員
、
国
政
、
裁
判
所
、
報
道
機
関
に
対
す
る
信
頼
感
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
市
区
町
村
や
都
道
府
県
の
議
会
を

信
頼
し
て
い
る
人
（「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
人
）
は
約
三
五
％
、
市
区
町
村
長
・
都
道
府
県
知
事

な
ど
首
長
を
信
頼
し
て
い
る
人
は
五
〇
％
超
で
、
後
者
へ
の
信
頼
が
や
や
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
（
図
4
）。
首
長
へ
の
信
頼
は
裁
判

所
と
同
程
度
で
あ
り
、
報
道
機
関
・
内
閣
・
国
会
へ
の
信
頼
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
。
日
本
人
が
国
よ
り
地
方
の
政
治
・
行
政

を
信
頼
す
る
と
い
う
傾
向
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
襲
す
る
結
果
と
な
っ
た（

（
（

。

　

ま
た
、
投
票
参
加
に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村
及
び
都
道
府
県
の
議
会
・
首
長
選
挙
や
国
政
選
挙
で
の
投
票
を
「
必
ず
し
て
い
る
」

人
が
四
割
強
、「
ほ
と
ん
ど
し
て
い
る
」
人
が
二
～
三
割
で
、
投
票
習
慣
が
あ
る
と
答
え
た
人
が
六
～
七
割
に
上
っ
た
（
図
5
）。
実

際
の
投
票
率
よ
り
や
や
高
め
で
、
か
つ
身
近
な
選
挙
で
や
や
投
票
率
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
人
々
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図 4　政治的・社会的機関への信頼感

そう思わないどちらかといえばそう思わないどちらかといえばそう思うそう思う

（％）

国会を信頼

内閣を信頼

報道機関を信頼

裁判所を信頼

市区町村長を信頼

都道府県議会を信頼

市区町村議会を信頼

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

都道府県知事を信頼

100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

衆議院・参議院の選挙で投票

都道府県知事の選挙で投票

都道府県議会議員の選挙で投票

100

市区町村議会議員の選挙で投票

市区町村長の選挙で投票

していないたまにしているほとんどしている必ずしている

（％）

図 5　選挙における投票参加
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は
国
の
政
治
よ
り
地
方
の
政
治
に
つ
い
て
信
頼
し
、
参
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

2
．
2
．
3
　
地
方
議
会
の
あ
り
方
に
対
す
る
意
識

　

続
い
て
、
地
方
議
会
に
対
す
る
意
識
を
確
認
す
る
。
ま
ず
地
方
議
会
が
、
条
例
の
制
定
・
予
算
の
決
定
・
契
約
締
結
・
意
思
決

定
・
行
政
監
視
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
知
っ
て
い
た
人
は
、
い
ず
れ
も
五
割
を
超
え
て
い
た
。
議
会
の
仕
事
に
関
し
て
、
住
民

が
あ
る
程
度
の
知
識
・
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
図
6
）。

　

そ
し
て
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
議
会
は
住
民
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
」「
議
会
は
重
要
な
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
」

「
議
会
は
住
民
の
声
を
拾
い
上
げ
る
も
の
で
あ
る
」「
議
会
は
住
民
の
意
見
を
聴
く
た
め
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
も
っ
と
導
入
す
べ
き
だ
」

「
議
会
が
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
団
体
と
し
て
の
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
を
法
律
に
は
っ
き
り
と
定
め
る
べ
き
」
と
い
っ
た
考
え

を
持
つ
人
が
、
七
割
を
超
え
て
い
た
。
他
方
で
、「
議
会
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
難
し
く
て
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
も
五

割
超
あ
り
、
住
民
に
よ
っ
て
は
議
会
の
活
動
が
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
た
（
図
7
）。

　

地
方
議
会
に
対
す
る
意
識
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
回
答
者
は
地
方
議
会
の
仕
事
を
あ
る
程
度
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
お
り
、
そ

の
代
表
性
・
役
割
・
法
的
位
置
付
け
を
重
要
視
し
て
い
る
が
、
人
に
よ
っ
て
は
活
動
内
容
を
理
解
し
に
く
い
面
も
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

2
．
2
．
4
　
地
方
議
員
の
あ
り
方
に
対
す
る
意
識

　

さ
ら
に
、
地
方
議
員
に
対
す
る
住
民
の
意
識
も
確
認
し
て
み
る
。
図
8
に
よ
れ
ば
、
市
区
町
村
・
都
道
府
県
議
会
共
に
「
議
員
の

仕
事
は
重
要
」
と
の
回
答
が
七
割
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、「
報
酬
は
多
額
だ
」「
人
数
は
多
す
ぎ
る
」
と
い
う
回
答
が
、
そ
れ
を
や

や
超
え
た
。
ま
た
、「
議
員
は
忙
し
い
」「
議
員
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
十
分
活
用
し
て
い
る
」
と
も
あ
ま
り
思
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

団体としての意思決定をすること

都道府県・市区町村の重要な契約を決定すること

予算を決定すること

条例を制定すること

100

都道府県・市町村の行政を監視・チェックすること

知らなかったあまり知らなかったある程度知っていた知っていた

（％）

図 6　地方議会の仕事に対する認識

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

議会の位置付けを法律で明確に定めるべき

100

議会でやっていることは難しくてよく分からない

議会はデジタル技術をもっと導入すべきだ

議会は住民の声を拾い上げるものである

議会は重要な役割を持つものである

議会は住民を代表するものである

そう思わないどちらかといえばそう思わないどちらかといえばそう思うそう思う

（％）

図 7　地方議会のあり方に対する意識
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り
住
民
は
、
地
方
議
員
の
仕
事
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
議
会
に
対
す
る
住
民
の
期
待
は
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
動
内
容
が
よ
く
伝

わ
っ
て
い
な
い
た
め
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
加
え
て
、
議
会
活
動
に
つ
い
て
も

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
も
っ
と
導
入
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
は
多
か
っ
た
か
ら
、
地
方
政
治
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
大
い
に
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

加
え
て
「
地
方
議
員
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
は
、「
議
員
は
住
民
の
意
思
を
適
切
に
把
握
す
べ
き
だ
」「
議
員
は
識
見
の
向
上
に
努

め
る
べ
き
だ
」
と
い
う
考
え
に
回
答
者
の
九
割
が
同
意
、「
議
員
は
議
員
活
動
の
た
め
調
査
研
究
等
を
す
べ
き
だ
」「
議
員
は
議
会
へ

の
出
席
を
議
員
以
外
の
仕
事
よ
り
優
先
す
べ
き
だ
」「
都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
議
会
の
議
員
の
仕
事
を
法
律
で
は
っ
き
り
定
め
る

べ
き
だ
」
と
い
う
考
え
に
八
割
前
後
が
同
意
し
て
い
た
（
図
9
）。「
議
員
の
な
り
手
不
足
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を

持
つ
回
答
者
は
五
割
弱
で
あ
っ
た
が
、「
議
員
が
議
会
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
す
る
こ
と
も
認
め
て
良
い
」
と
い
う
考
え
に
は
六
割

弱
が
賛
同
し
て
い
た
。
議
員
の
な
り
手
不
足
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
目
立
ち
、
無
投
票
当
選
が
多
い
地
域
で
は
問
題
視
さ
れ
て

い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
い
地
域
で
は
意
識
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
女
性
・
若
者
・
障
害
を
持
つ
人
な
ど
が
地
方
議
員
に
な
り
や
す
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
考
え
へ
の
賛
同
率

は
七
～
八
割
と
高
か
っ
た
。
近
年
の
地
方
議
会
改
革
の
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
議
員
の
多
様
性
確
保
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
法
律
化
な
ど

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
住
民
も
肯
定
的
で
あ
る
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

2
．
2
．
5
　
地
方
議
員
職
へ
の
興
味

　

さ
て
、「
地
方
議
員
を
選
挙
で
選
ぶ
／
評
価
す
る
」
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
自
身
が
「
地
方
議
員
に
な
る
」
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
住
民
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
図
10
は
「
市
区
町
村
議
会
議
員
／
都
道
府
県
議
会
議
員
と
い
う
仕
事
に
興
味
が
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

都道府県議会議員は忙しい

都道府県議会議員の人数は多すぎる

都道府県議会議員の報酬は多額だ

都道府県議会議員の仕事は重要だ

都道府県議会議員はデジタル技術を十分活用している

100

市区町村議会議員はデジタル技術を十分活用している

市区町村議会議員は忙しい

市区町村議会議員の人数は多すぎる

市区町村議会議員の報酬は多額だ

市区町村議会議員の仕事は重要

（％）

そう思わないどちらかといえばそう思わないどちらかといえばそう思うそう思う

図 8　地方議員への評価

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

議員には障害などを持った者でもなりやすいようにすべき

議員には女性でもなりやすいようにすべき

議員には若者でもなりやすいようにすべき

議員が議会にオンラインで出席することも認めて良い

議員のなり手不足は問題となっている

地方議員の位置付けを法律で明確に定めるべき

議員は議会への出席を議員以外の仕事より優先すべき

議員は議員活動のため調査研究等をすべき

議員は識見の向上に努めるべき

議員は住民の意思を適切に把握すべき

（％）

そう思わないどちらかといえばそう思わないどちらかといえばそう思うそう思う

図 9　地方議員のあり方に対する意識
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あ
る
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
を
表
し
た
も
の
で
、
両
方
と
も
二
割
程
度
が
肯
定
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
性
別
で
比
較
す
る
と
、

ど
ち
ら
の
職
に
つ
い
て
も
、
男
性
は
約
二
五
％
、
女
性
は
約
一
五
％
が
肯
定
し
て
お
り
、
男
性
の
方
が
興
味
を
持
つ
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
、「
あ
な
た
が
都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
議
会
の
議
員
を
目
指
す
こ
と
を
考
え
る
と
し
た
ら
、
目
指
す
に
当
た
っ
て
以
下

を
ど
の
程
度
重
視
す
る
と
思
い
ま
す
か
（
あ
な
た
が
議
員
の
場
合
は
、
以
下
を
ど
の
程
度
重
視
し
て
議
員
を
目
指
し
た
か
答
え
て
く
だ
さ

い
）」
と
い
う
質
問
で
、
住
民
が
議
員
職
に
つ
い
て
感
じ
る
魅
力
や
ハ
ー
ド
ル
が
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
議
員
職
へ

の
興
味
の
程
度
は
男
女
で
異
な
っ
て
い
た
の
で
、
男
女
の
考
え
方
・
生
活
環
境
な
ど
の
違
い
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
議
員
職
に
つ
い
て
感
じ
る
魅
力
や
ハ
ー
ド
ル
（
各
事
柄
に
つ
い
て
「
重
視
す
る
」「
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
重
視
す
る
」
と
答
え
た
人

の
割
合
の
合
計
）
の
男
女
間
比
較
も
同
時
に
行
っ
て
み
る
。

　

図
11
に
よ
る
と
、
地
方
議
員
職
の
魅
力
と
し
て
多
く
の
回
答
者
が
挙
げ
て
い
た
の
が
「
地
域
へ
の
貢
献
・
地
域
課
題
の
解
決
が
で

き
る
か
ど
う
か
」「
人
助
け
に
な
る
か
ど
う
か
」「
や
り
が
い
が
あ
る
か
」
と
い
っ
た
点
で
あ
り
、
報
酬
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
関
心

が
持
た
れ
て
い
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
、
町
村
議
会
議
員
と
都
道
府
県
議
会
議
員
・
政
令
指
定
市
議
会
議
員
な
ど
の
報
酬
水
準
に
は

大
き
な
差
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
一
般
の
人
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
様
に
、

「
国
民
年
金
に
し
か
加
入
で
き
ず
、
厚
生
年
金
に
加
入
で
き
な
い
こ
と
」「
退
職
金
が
な
い
こ
と
」
も
あ
ま
り
選
ば
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
事
柄
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
た
。

　

逆
に
議
員
職
の
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
は
、「
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
」「
立
候
補
の
費
用
・
手
続
等
」「
選
挙
運
動
の
た
め
の
時

間
が
確
保
で
き
る
か
（
会
社
を
休
め
る
か
等
）」「
当
選
し
た
場
合
に
仕
事
と
両
立
で
き
る
か
」「
落
選
し
た
場
合
の
生
活
」「
議
員
活

動
に
要
す
る
時
間
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
議
員
職
に
つ
い
て
魅
力
は
感
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
程
度
に
、「
現

在
の
生
活
や
仕
事
と
の
す
り
合
わ
せ
の
難
し
さ
」
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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図 10　地方議員という仕事への興味
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

都道府県議会議員という仕事に興味がある

市区町村議会議員という仕事に興味がある

そう思わないどちらかといえばそう思わないどちらかといえばそう思うそう思う

（％）

図 11　地方議員という仕事を目指す場合に重視する事柄（男女比較）
0 10 20 30 40 50 60 70 80

女性男性

落選した場合の生活

当選した場合に仕事と両立できるか

選挙運動のための時間が確保できるか

立候補の費用・手続等

家族の理解

議員活動に要する時間

国民年金にしか加入できないこと

退職金がないこと

報酬が十分か（町村議会議員）

報酬が十分か（市区議会議員）

報酬が十分か（都道府県議会議員）

人助けになるかどうか

やりがいがあるか

90

地域貢献や地域の課題解決ができるかどうか

（％）
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男
女
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
男
性
は
報
酬
・
退
職
金
・
年
金
・
立
候
補
費
用
等
・
落
選
し
た
場
合
の
生
活
な
ど
、
経
済

的
要
因
を
意
識
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
他
方
で
女
性
は
、
や
り
が
い
・
地
域
貢
献
・
人
助
け
な
ど
を
議
員
職
の
魅
力
と
し
て
重
視
し
、

ま
た
「
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
」「
選
挙
運
動
の
た
め
の
時
間
が
確
保
で
き
る
か
」「
当
選
し
た
場
合
に
仕
事
と
両
立
で
き
る

か
」
と
い
っ
た
点
を
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
感
じ
て
い
た
。
平
均
的
に
は
男
性
の
方
が
家
計
等
を
支
え
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
に
議
員

職
に
な
る
こ
と
の
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
を
感
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
女
性
が
議
員
職
に
就
く
に
は
周
囲
の
理
解
・
協
力
を
必
要
と
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
地
方
議
員
の
な
り
手
を
増
や
す
に
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
て
い
る
ニ
ー
ズ
や
ハ
ー
ド
ル
に

合
っ
た
支
援
策
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

2
．
3
　
重
回
帰
分
析

　

最
後
に
以
上
の
項
目
を
使
っ
て
、
重
要
な
3
つ
の
点
、
す
な
わ
ち
、「
現
状
よ
く
投
票
し
て
い
る
の
は
ど
ん
な
住
民
か
」「
地
方
議

員
職
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
住
民
か
」「
地
方
議
員
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
」
を
確
認
す
る
重
回
帰
分
析
を

行
っ
た
。

　

こ
の
分
析
で
は
、「
地
方
選
挙
で
投
票
」「
地
方
議
員
職
へ
の
興
味
」「
地
方
議
員
を
法
律
で
位
置
づ
け
る
こ
と
へ
の
態
度
」
の
3

つ
を
従
属
変
数
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
節
ま
で
に
確
認
し
た
回
答
者
の
属
性
（
性
別
・
年
齢
）、
居
住
し
て
い
る
地
域
社
会
へ
の

意
識
、
地
方
議
会
の
仕
事
の
認
識
（
認
識
し
て
い
る
仕
事
の
数
を
合
計
し
て
「
議
会
知
識
数
」
と
し
た
）、
議
会
・
議
員
に
対
す
る
意
識

を
説
明
変
数
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
回
答
者
の
世
帯
年
収
と
居
住
し
て
い
る
地
域
の
人
口
規
模
（
都
市
化
度
）
を
統
制
変
数
と
し
て

追
加
し
て
い
る
。
以
上
を
全
投
入
し
た
分
析
モ
デ
ル
か
ら
、
多
重
共
線
性
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
Ｖ
Ｉ
Ｆ
2
以
上
の
説
明
変

数
を
除
去
し
た
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
都
道
府
県
議
会
と
そ
の
議
員
に
関
す
る
変
数
を
使
っ
た
結
果
を
表
1
に
示
す
。

　

統
計
的
に
有
意
と
な
っ
た
結
果
を
確
認
す
る
と
、
ま
ず
都
道
府
県
議
会
選
挙
で
よ
く
投
票
し
て
い
る
の
は
、
年
齢
が
高
く
、
町
内
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会
・
自
治
会
等
に
参
加
し
て
お
り
、「
地
域
の
発
展
や
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
意
識
が
高
い
人
で
あ
っ
た

（
表
1
の
左
列
）。
や
は
り
「
長
年
地
域
社
会
に
根
付
い
て
そ

の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
人
」
が
、
し
っ
か
り
と
投
票
し

て
い
る
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
議
会
を
信

頼
し
、
そ
の
仕
事
内
容
を
よ
く
認
識
し
て
お
り
、
議
員
に
議

会
出
席
を
強
く
期
待
し
て
い
る
と
い
う
傾
向
も
あ
っ
た
。
地

方
議
会
と
議
員
を
理
解
・
信
頼
・
期
待
し
て
い
る
住
民
こ
そ

が
、
地
方
選
挙
に
よ
く
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
う
し
た
関
与
や
意
識
が
薄
い
人

が
、
地
方
選
挙
か
ら
遠
の
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

選
挙
で
投
票
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
立
候
補
す
る
こ

と
を
考
え
る
住
民
と
は
ど
ん
な
人
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の

分
析
結
果
（
表
1
の
中
央
列
）
を
見
る
と
、
男
性
ほ
ど
、
自

主
的
な
団
体
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
ほ
ど
、
地
域
の
発

展
や
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、

地
方
議
員
職
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
議
会
で

や
っ
て
い
る
こ
と
は
難
し
く
て
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
議
員
の
仕
事
は
重
要
だ
」「
都

� 従属変数 都道府県議会選挙で投票 地方議員職への興味 地方議員を法律で位置付け
説明変数 標準化係数 有意確率 標準化係数 有意確率 標準化係数 有意確率
� （定数） * ***
性別（男性＝1、女性＝2） －0.019 －0.106 ***   0.012
年齢   0.203 *** －0.014 －0.001
世帯年収   0.035   0.008 －0.023
居住地域の都市化度  －0.04   0.030 －0.003
総合的に見て住みよい  －0.02 －0.033   0.022
町内会・自治会等に参加   0.059 *   0.001   0.024
自主的な団体の活動に参加   0.038   0.112 *** －0.010
地域の発展やまちづくりに貢献したい   0.081 **   0.140 *** －0.002
議会知識数   0.172 ***   0.033 －0.017
都道府県議会への信頼   0.099 *** －0.029 －0.005
議会は住民を代表するものである   0.054   0.050   0.026
議員のなり手不足は問題となっている    0.04   0.027   0.037
議会でやっていることは難しくてよく分からない   0.025 －0.060 *   0.013
議会はデジタル技術をもっと導入すべき   0.025   0.033   0.042
議員の仕事は重要だ   0.033   0.065 *   0.018
都道府県の議会の議員は忙しい   0.041   0.014 －0.076 *
都道府県の議会の議員の報酬は多額だ  －0.04 －0.035   0.094 **
都道府県の議会の議員の人数は多すぎる   0.037   0.016   0.012
都道府県の議会の議員はデジタル技術を十分活用している －0.112 ***   0.164 ***   0.007
議員が議会にオンラインで出席することも認めて良い   0.027 －0.012   0.018
議員は住民の意思を適切に把握するべきだ   0.027 －0.060   0.251 ***
議員は議会への出席を議員以外の仕事より優先するべきだ   0.055 *   0.041   0.279 ***
議員にはもっと若者でもなりやすいようにするべきだ   0.018   0.223 ***   0.068 *
� 調整済み R 二乗   0.235 ***   0.185 ***   0.310 ***

表 1　重回帰分析の結果

有意確率　p ＜ .001　*** p ＜ .01　** p ＜ .05　*
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道
府
県
の
議
会
の
議
員
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
十
分
活
用
し
て
い
る
」「
議
員
に
は
も
っ
と
若
者
で
も
な
り
や
す
い
よ
う
に
す
る
べ
き

だ
」
と
い
っ
た
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
長
年
地
域
社
会
に
根
付
い
て
い
る
人
」
と
い
う
投
票
者
の
特
徴
と

異
な
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
、
地
域
貢
献
意
欲
が
あ
り
、
地
方
議
員
の
意
義
を
感
じ
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
若
者
の
参
入
な

ど
議
会
の
発
展
に
も
関
心
が
あ
る
人
と
い
う
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

最
後
に
「
地
方
議
員
を
法
律
で
位
置
付
け
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、「
都
道
府
県
の
議
会
の
議
員
は
忙
し
く
な
い
」「
都
道
府
県
の

議
会
の
議
員
の
報
酬
は
多
額
だ
」「
議
員
は
住
民
の
意
思
を
適
切
に
把
握
す
る
べ
き
だ
」「
議
員
は
議
会
へ
の
出
席
を
議
員
以
外
の
仕

事
よ
り
優
先
す
る
べ
き
だ
」「
議
員
に
は
も
っ
と
若
者
で
も
な
り
や
す
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
」
と
思
っ
て
い
る
人
ほ
ど
賛
成
す
る

傾
向
に
あ
っ
た
（
表
1
の
右
列
）。
地
方
議
会
・
議
員
を
法
律
で
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
、
そ
の
意
義
・
役
割
・
重
要
性
を

フ
ォ
ー
マ
ル
に
定
義
す
る
と
い
う
意
味
で
、
以
前
か
ら
地
方
団
体
が
求
め
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。
今
回
の
分
析
結
果
か
ら
は
、
地

方
議
員
に
厳
し
い
目
を
向
け
な
が
ら
も
期
待
を
し
て
い
る
住
民
ほ
ど
賛
成
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
本
稿
も
テ
ー
マ
と
す
る

「
地
方
政
治
の
危
機
」
に
あ
っ
て
、
住
民
は
地
方
議
会
・
議
員
に
一
層
の
責
任
を
求
め
る
た
め
に
、
法
律
に
よ
る
明
確
化
を
望
ん
だ

の
か
も
し
れ
な
い
。

3　

ま
と
め

　

本
稿
の
目
的
は
、
地
方
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
低
下
、
無
投
票
当
選
者
割
合
の
増
加
、
議
員
の
な
り
手
不
足
と
い
っ
た
地
方
政
治

の
課
題
に
つ
い
て
、
改
革
の
方
向
性
を
探
る
べ
く
、
地
方
の
選
挙
・
議
会
・
議
員
に
対
す
る
住
民
の
意
識
と
関
与
の
現
状
を
分
析
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
が
二
〇
二
一
年
に
実
施
し
た
有
権
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
を
題
材
に
、

住
民
の
意
識
や
行
動
の
特
徴
を
確
認
し
た
。
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そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
地
方
に
お
け
る
政
治
参
加
の
土
台
と
な
る
地
域
社
会
へ
の
関
心
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
が
、
実
際
の
活

動
・
貢
献
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
い
と
い
う
回
答
者
像
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、
国
政
よ
り
は
地
方
の
首
長
や

議
会
を
信
頼
し
、
選
挙
で
投
票
す
る
習
慣
も
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た
。
地
方
選
挙
で
よ
く
投
票
し
て
い
る
の
は
、
地
域
社
会
へ
の
参
加

度
や
議
会
へ
の
信
頼
が
高
い
人
で
あ
る
と
い
う
特
徴
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
住
民
は
地
方
の
議
会
・
議
員
の
役
割
を
重
視
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
・
議
員
の
多
様
化
（
若
年
層
の
参
入
な
ど
）
と
い
っ
た
改
革
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
反
面
、
地
方
議

員
の
法
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
議
員
に
対
し
て
厳
し
い
見
方
を
し
て
い
る
人
ほ
ど
賛
成
す
る
傾
向
も
あ
り
、
一
層
の
責
任
を

求
め
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
男
性
の
二
五
％
・
女
性
の
一
五
％
程
度
が
地
方
議
員
職
に
興
味
を
持
つ
と
同
時

に
、
活
動
的
・
改
革
的
な
人
ほ
ど
興
味
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
議
員
を
目
指
す
上
で
、
男
性
は
経
済
的
な
コ
ス

ト
や
リ
ス
ク
、
女
性
は
家
族
や
職
場
の
理
解
や
協
力
に
つ
い
て
懸
念
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
住
民
意
識
の
分
析
結
果
は
、
地
方
の
政
治
、
特
に
選
挙
や
議
会
・
議
員
の
改
革
に
つ
い
て
、
示
唆
を
与
え
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
地
方
選
挙
に
お
け
る
投
票
参
加
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
長
年
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
の
参
加
を
通
じ
て
地
域

社
会
に
根
付
き
、
議
会
や
議
員
に
対
し
て
理
解
・
信
頼
・
期
待
し
て
い
る
人
ほ
ど
よ
く
行
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
逆
の
特
徴
を
持
つ

と
も
考
え
ら
れ
る
若
年
層
や
新
住
民
、
あ
る
い
は
地
方
政
治
へ
の
信
頼
が
低
い
人
た
ち
に
対
し
て
の
働
き
か
け
が
重
要
と
言
え
る
。

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
起
き
た
時
だ
け
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
で
は
、
地
方
政
治
の
イ
メ
ー
ジ
が
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
日
頃
か
ら
地
方
政
治
の
主
体
が
様
々
な
手
法
で
広
報
に
務
め
、
活
動
や
意
義
に
つ
い
て
住
民
の
理
解
と
信
頼

を
得
る
よ
う
、
継
続
的
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
議
会
・
議
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
義
・
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
多
様
化
と
い
っ
た
改

革
が
特
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
議
会
に
お
け
る
議
員
の
属
性
分
布
が
住
民
の
そ
れ
と
著
し
く
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
は
、
住
民
は
議
会

の
代
表
性
を
感
じ
に
く
い
だ
ろ
う
。「
議
員
の
報
酬
が
高
い
」「
人
数
が
多
い
」「
忙
し
そ
う
に
見
え
な
い
」
と
い
っ
た
見
方
も
、
実
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態
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
生
じ
て
い
る
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
で
は
主
権
者
教
育
や
若
年
層
に
よ
る
模
擬
議
会
な

ど
の
取
り
組
み
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
地
方
議
会
・
議
員
の
理
解
に
も
繫
が
る
と
期
待
さ
れ
る（

（1
（

。

　

そ
し
て
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
実
は
あ
る
程
度
の
割
合
の
住
民
が
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
改
革

的
・
意
欲
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
「
朗
報
」
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
議
員
と
の
交
流
機
会
、
選
挙
活
動
や
議
員

活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
・
研
修
機
会
・
支
援
制
度
な
ど
拡
充
す
る
自
治
体
も
あ
る（

（1
（

。
男
女
に
よ
っ
て
議
員
職
に
感
じ
る
ハ
ー
ド
ル

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。
報
酬
な
ど
の
待
遇
の
見
直
し
、
活
動
ス
タ
イ

ル
の
柔
軟
化
（
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
）
も
、
参
入
の
ハ
ー
ド
ル
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
寄
与
し
そ
う
で
あ
る
。
住
民
に
と
っ
て
、
地

方
議
員
職
が
「
一
つ
の
職
業
・
機
会
」
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
方
政
治
の
停
滞
は
、
そ
の
地
域
の
衰
退
を
さ
ら
に
早
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と

に
危
機
感
を
抱
く
議
会
や
自
治
体
は
、
既
に
多
く
の
改
革
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
先
進
的
な
と
こ
ろ

と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
の
差
が
大
き
い
こ
と
で
あ
り
、
先
進
事
例
の
横
展
開
や
独
自
ア
イ
デ
ア
の
推
進
が
急
が
れ
る
。
さ
ら
に
、
住

民
が
主
権
者
で
あ
る
以
上
、
地
方
の
民
主
主
義
の
再
活
性
化
を
議
会
や
自
治
体
に
期
待
す
る
ば
か
り
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
地
方
政

治
の
主
体
と
住
民
が
「
共
に
歩
む
」
取
り
組
み
を
行
え
る
か
ど
う
か
が
、
一
つ
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
1
）　

総
務
省
「
地
方
議
会
に
つ
い
て
（
関
係
資
料
集
）」
を
基
に
数
値
を
更
新
。

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000830755.pdf

（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）

（
2
）　

東
京
新
聞
（
二
〇
二
三
年
四
月
二
一
日
）「『
統
一
』
選
だ
け
ど
一
斉
実
施
は
今
や
全
地
方
選
の
二
七
・
五
七
％　

投
票
率
低
下
も
続

く　

な
ぜ
こ
う
な
っ
た
〈
Ｑ
＆
Ａ
〉」https://w

w
w
.tokyo-np.co.jp/article/245506

（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）
な

ど
。

（
3
）　

東
京
新
聞
（
二
〇
二
三
年
八
月
八
日
）「
埼
玉
知
事
選　

過
去
最
低
二
三
・
七
六
％　

止
ま
ら
ぬ
投
票
率
低
迷
、
な
ぜ　
『
県
民
意
識
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の
低
さ
』
影
響
か
」　https://w

w
w
.tokyo-np.co.jp/article/268680

（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）
な
ど
。

（
4
）　W

illiam
 H

. Riker and Peter C. O
rdeshook. A

 T
heory of the Calculus of V

oting.
T
he  A

m
erican Political Science Review

 V
ol. 62, N

o. 1� （M
ar., 1968

）, pp. 25-42.

（
5
）　

総
務
省
「
国
政
選
挙
に
お
け
る
年
代
別
投
票
率
に
つ
い
て
」

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/senkyo/senkyo_s/new
s/sonota/nendaibetu/　

（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）

（
6
）　

総
務
省
（
二
〇
二
〇
年
九
月
）「
地
方
議
会
・
議
員
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会　
報
告
書
」

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000708922.pdf　

（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）

（
7
）　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
議
会
改
革
調
査
部
会
（
二
〇
一
四
年
八
月
七
日
）「
地
方
議
会
は
有
権
者
に
ど
の
よ
う
に
見
ら

れ
て
い
る
の
か
？
」

http://w
w
w
.m

aniken.jp/gikai/date/140807LM
research_PR.pdf

（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）

（
8
）　

都
道
府
県
議
会
議
長
会
（
二
〇
二
二
年
一
月
二
七
日
）「
国
民
の
地
方
議
会
・
議
員
に
関
す
る
意
識
調
査
に
つ
い
て
」http://

w
w
w
.gichokai.gr.jp/kenkyu/pdf/2021ishikichosa.pdf　

（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）

（
9
）　

谷
口
尚
子
（
二
〇
一
五
年
）「
地
方
自
治
体
へ
の
『
信
頼
』
の
背
景
に
あ
る
も
の
」
地
方
自
治
（816

）, pp.2-11.

（
10
）　

青
木
信
之
（
二
〇
二
三
年
）「『
地
方
議
会
の
位
置
付
け
等
を
明
確
化
す
る
地
方
自
治
法
の
改
正
』
の
意
義
」
地
方
議
会
人5�4 

（1�

）, 
pp.38-41.

（
11
）　

例
え
ば
、
新
城
市
の
「
若
者
議
会
」
は
常
設
で
、
年
間
上
限
一
、〇
〇
〇
万
円
の
予
算
提
案
権
が
あ
る
。

https://w
akam

ono-gikai.jp/　
（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）

（
12
）　

朝
日
新
聞
（
二
〇
二
三
年
一
月
一
七
日
）「
無
投
票
回
避
へ
、『
学
校
』
で
議
員
候
補
者
育
て　

改
革
先
進
地
で
も
な
り
手
不
足
」

https://w
w
w
.asahi.com

/articles/A
SR1J53T

9R14O
X
IE00C.htm

l　
（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）
で
紹
介
さ
れ
た

取
り
組
み
な
ど
。




